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ABSTRACT
　This is the ﬁrst of two essays on Sappho’s inﬂuence upon the works of British 
women poets in the nineteenth century. First, I look at the way the legend of 
Sappho’s love for Phaon and her suicidal leap from the Leucadian Rock was 
passed down to the nineteenth century from ancient times. I also mention 
which of Sappho’s works were known at that time. Second, I outline how several 
nineteenth-century women poets incorporated the Sappho legend in their poetry. 
Last, I explore what signiﬁcances are hidden in the theme of a woman’s death, 
referring to historical accounts of the Leucadian leap and Edgar Allan Poe’s 
famous statement in his “Philosophy of Composition” that the most poetic theme 
is the death of a beautiful woman. 
　In the next essay I will discuss poems on Sappho written by Felicia Hemans, 
Letitia Landon, Christina Rossetti, Agnes Mary F. Robinson, and Michael Field
（pseudonym for two women poets）, focusing on their representations of Sappho 
including her death and her afterlife.
　フランスの作家スタール夫人（Germaine de Staël, 1766―1817） 作『コリンヌ，
あるいはイタリア』（Corinne ou l’Italie, 1807）は，イタリアの才能あふれる女
性即興詩人コリンヌを主人公とした小説である。コリンヌはふたつの母国イタ
























がれ，クリスティナ・ロセッティ（Christina Rossetti, 1830 ― 94），エリザベス・
バレット・ブラウニング（Elizabeth Barrett Browning, 1806 ― 61），アグネス・
（ 1 ）『コリンヌ』がヘマンズとランドンに与えた影響については，拙著「コリンヌの面影」
を参照。
（ 2 ）スタール夫人は 1811 年に，失恋して海に身を投げるヒロインを描いた劇『サッフォー』
を書いている。ヘレン・ボロヴィッツは，コリンヌの人物造詣は十七世紀小説中のサッ







メアリ・Ｆ・ロビンソン（Agnes Mary F. Robinson, 1857 ― 1944），マイケル・フィー
ルド（Michael Field は筆名で，その作品は Katherine Harris Bradley, 1846 ―


















8 ― 9）。ローマの詩人オヴィディウス（Ovid, 43 BC ― AD17?）は『名婦の書簡』
（Heroides）中の一編「サッフォーからファオーンへ」において，失恋の悲し
みを切々とうったえる身投げ直前のサッフォーを描いた。この作品は十八世紀
初頭にアレクサンダー・ポープ（Alexander Pope, 1688 ― 1744）によって英語
韻文に翻訳されている。崖の上で竪琴を手に最期の歌をうたう詩人のイメージ
は人々の想像力を刺激し，十九世紀には作家や画家・イラストレーターによる
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― 1800）が『サッフォーとファオーン』（Sappho and Phaon, 1796）と題したソ
ネット集を発表している。序文に添えた「サッフォーについての解説」でロ
ビンソンは，フランス人作家ジャン・ジャック・バルテルミ（Jean-Jacques 















（ 6 ）たとえば『アフロディーテによせて』の John Addison による 1735 年訳はサッフォー
の恋人を “a coy youth”と男性に置き換え，Francis Fawkes の 1760 年訳は勝手に恋人に 
Phaon という名を与えている（Reynolds 2000, 21 ― 22）。オヴィディウスの『サッフォーか
らファオーンへ』の英語訳は，サッフォーの元恋人を女性代名詞として残したものが多かっ
たが，一般的には男性であるファオーンとの恋物語が広まっていた（Jay & Lewis 21）。
　　十八世紀から十九世紀終わりにかけてフランス，ドイツ，続いてイギリスでサッフォー
研究の進展があり，英語への翻訳もいくつか出版された（Reynolds 2003, 14 and 111）。ギ
リシャ語を読むテニスンは，若い頃に友人 Arthur Hallam とともにサッフォー詩の断片に
親しみ，その官能性から影響を受けて詩作を行った（Peterson 126）。ダンテ・ゲイブリエ





（ 8 ）バルテルミ作の古代を題材とした旅物語『若いアナカルシスのギリシャ旅行』（Voyage 
du jeune Anacharsis en Grèce, 1787）については Reynolds 2003, 172 を参照。
（ 9 ）バルテルミ自身が著書の序文で「旅行記なのだから，史実でただ暗示しかされていな
いこと，歴史家は書くのを許されないことを書いた」と述べている（Joan DeJean, 138 ― 40）。




















　　Love taught my tears in sadder notes to ﬂow,
　　And turn’d my heart to elegies of woe.
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ンドンは 1822 年に『リテラリー・ガゼット』（The Literary Gazette） におい
て「サッフォー」（“Sappho”）を，1824 年に詩集『即興詩人その他の詩』（The 







書いたのは，1834 年出版の National Lyrics and Songs for Music に掲載されたこ
の詩のエピグラフによると，「Richard Westmacott の描いた美しいスケッチを
（11）ロビンソンの『サッフォーとファオーン』よりもスタール夫人の『コリンヌ』の方が









（12）ランドン作品の出版年度や初出に関しては，Letitia Elizabeth Landon: Selected Writings に





せた彼女の美しさに魅せられたという（Hemans 466 ― 67）。このほかにもヘマ























（13）“What Sappho would have said had her leap cured instead of killing her”（The Complete 
Poems, vol. III, 166 ― 67）.















Travels of Antenor in Greece and Asia, 1799）という作品がある。ここにはサッ













（14）沓掛良彦によれば，古代ローマの地理学者・歴史家ストラボン（Strabon, 63? ― 23? BC） 
の書いた『地誌』にこうした記述がある。『サッフォー：詩と生涯』302 － 03 頁を参照。

































1994, 24）。即興詩人について詳しくは，British Romanticism and Italian Literature, eds, Laura 
Bandiera and Diergo Saglia, pp.165 ― 192 を参照されたい。
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